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下 R.B.C.)白血球数 (以下 W.B.C.)各々2回ず

















































































i)臨 床 所 見
ネコも大部分が正常を臨床所見を示すものが
多かったが,異常を臨床所見としての症状は,
眼脂 (12例)が多く,妊娠 (9例),外傷 (6例),































































検査項目 範囲(最低-最高値) 平均値 SD 正 常 値
R.B.C (×106/mm3)総 数(624頭 2.5-13.2 6.1 1.15 5.5- 8.5
TP (g/dl)(743頭 5.4-10 7.5 0.71 5.7- 7.8
表2 ネコの血液検査所見
R.B.C.(×10ソmm3)総 数 (297頭 4.2-10.6 7.2 1.34 5 -10
W.B.C.(×10ソmm3)(297頭 0.9-48.1 14.6 6.57 5 -20
Ht (%)(301頭 20 -60 41 7.94 24 -45




R.B.C忘 ×lZk6(3m2霊日 3.4- 5.2 4.4 0.35 5 -10
｢ Ht (%)(32頭 25 -65 T 53.3 7.65 35 -43 T









(-) (+) (≠) (柵 )
図Ⅵ mf.の寄生率
単位 :%
検査項目動物種蛋 白 質 (mg/100m1) ブ ドウ糖(mg/100m1) PH
ネ コ(368頭) 0.532.448.1 19.0 0.5 0 018.2 2.453.8 2.715.8 0.3 4.9 0.3
表 5 寄生虫検査所見
姻 虫 鈎 虫 条 虫 鞭 虫 コクシジウム ツボ型吸虫 アメーバ-
(16.5) (1.7) (4.1) (1.4) (7.4) (2.4)
不ヽ コ 377 71 19 22 17 2 12 10 1
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血球像 も重ねて検査 してみる必要があると思わ
れる｡ また,血清学的検査等も更に追加実施すれ
ば多角的な検疫ができると推察される｡ しかし,
人手や経済的を問題等もあり,的確な検疫をする
ことは容易をことではない｡現在実施 している臨
床的を検疫方法は不完全ながらかなり動物の健康
状況を把握することができ,検疫を経た動物には,
伝染性疾患等の大発生することは無かった｡した
がって,これらのConventionalanimalの検疫方
法としては比較的経済的で簡単を方法であると考
える｡
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